
１２．学修ポートフォリオ 

本学では、学修成果、学修目標、履修状況、成績等を「WebClass」内の「学修ポートフォ

リオ」で公開しています。（ポータルサイトのメニュー「WebClass」⇒「学修ポートフォリ

オ」） 

単位の修得状況についてはポータルサイトのメニュー「My 履修」からでも参照できます

が、学修ポートフォリオでは、各科目の成績や GPA、学修目標などが総合的に可視化され、

自身の学修状況を客観的に確認できます。また、修得を目指す資格・免許を登録することに

より、履修する必要のある科目をピックアップ出来るなど、大学でのあなたの履修を補助

する機能が実装されています。そして、学修ポートフォリオの最終成果物として卒業時に

ディプロマ・サプリメント（学位証書補足資料）を発行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディプロマ・サプリメントとは？ 

学位修得に向けて、学修した内容及び成績について対外的かつ明示的に示すことを目的とした様式で

す。就職活動での自身の分析にも活用できます。 

 



◆学修ポートフォリオの機能 

学修ポートフォリオの詳細な操作マニュアルは、大学ポータルサイト⇒「お気に入り」⇒

「情報環境の利用（学生向け）」に掲載されていますので、詳細を確認したい場合はそちら

を参照してください。以下は概略の説明です。 

 

①「学修成果」画面 

あなたの学修成果の要約画面です。ディプロマ・サプリメントのプレビューを確認するこ

とができます。また、同学科の同級生と成績や単位修得状況を相対比較することができます。 

②「学修目標」画面 

大学および学科のディプロマ・ポリシーの確認と、修得を目指す資格等を登録できます。 

この画面の項目「修得を目指す資格・免許」は、自身が所属する学科で修得を目指すこと

ができる資格・受験資格・免許（以下資格等）が一覧で表示されます。ここで表示されてい

る資格等は大学での科目の修得が必要なもののみ表示され、科目の修得が不要な資格等は

表示されません。ここで資格等を入力すると、資格等の修得に必要な科目が「履修状況・成

績」画面の下部に一覧表示され、自身の学修成果の確認や、以降の履修登録の参考にするこ

とができます。修得を目指す資格等が変更になる場合は、自身の任意のタイミングで「修得

を目指す資格・免許」を修正しても構いません。 

③「履修状況・成績」画面 

卒業必要単位数、修得単位数、GPAの確認や、同学科の同級生との相対比較、科目毎成績、

科目と資格取得・ディプロマ・ポリシーとの関連性を確認することができます。この画面は

保護者も Webを通じて確認が可能（2023年 9月頃開始予定）です。 

④「その他活動」画面 

正課のカリキュラム以外での学修や活動を記録する機能です。クラブ活動、表彰歴は自動

的に反映されますが、特記事項、卒業研究・論文・作品、学外実習歴などは自身で入力する

必要があります。ここで入力した内容はディプロマ・サプリメントに印字されます。 

① 

② 

③ 

④ 

※スマートフォンの場合は①～

④のタブメニューが表示されま

せんので、最上部もしくは最下

部の「次へ」を使用して画面を切

り替えてください。 



◆学修ポートフォリオ利用シーンと利用にあたり学生がすること 

【利用シーン１ 各学期履修登録期間】 

修得を目指す資格を「学修目標」画面の「修得を目指す資格・免許」で入力するようにし

ましょう。既に入力している学生は自身の目標に変更が無いか確認しましょう。 

 

 

↓②画面下部にスクロール 

 

 

   

【利用シーン２ 授業期間中】 

「学修成果」画面や「履修状況・成績」画面であなたの現時点での学修成果や成績を確認

することができますので、学修計画の立案や日々の学修に役立てましょう。学外実習の実施

内容やボランティア活動、資格取得、自身の卒業論文のタイトルなど、正課外の活動内容及

び成果を「その他活動」画面の「特記事項」に記録しましょう。 

【利用シーン３ 成績公開日】 

各学期の成績が公開される日には、学修ポートフォリオにも成績が反映します。GPA値な

ども更新されますので、自身の学修成果を確認しましょう。GPAと単位の修得状況について、

同学科の同級生との比較も可能です。学科教員はあなたの学修ポートフォリオを参照する

①「学修目標」をクリック 

③「編集」をクリック 

④目指す資格

のチェックボ

ックスをクリ

ック 

⑤「保存」を

クリック 



ことが可能であり、履修指導や進路指導等の際も活用されます。保護者も同時のタイミング

で確認が可能になります。 

【利用シーン４ 就職活動】 

「学修成果」画面で自身の学修成果を確認し、履歴書作成や企業面接等の就職活動におけ

る自己分析に活用しましょう。その時点での学修成果がまとめられたディプロマ・サプリメ

ントのプレビューを確認することもできます。 

【利用シーン５ 卒業時】 

卒業時、卒業証書とともに大学の証明を付した正式なディプロマ・サプリメントを発行し

ます。自身が大学の学びで身に付けた能力をディプロマ・サプリメントで確認しましょう。 


